２　主な施設・事業の内容

(1) 希望と未知への船出の広場（移住ミュージアム）

・写真や実物資料、パネル展示等を通じて、海外移住の歴史と意義を後世に継承していくことを目的とする。また、“神戸と移住”をテーマに、海外移住の拠点であった神戸の街についても紹介する。
・移住関係者のインタビューなど映像を多用するとともに、かつてのセンターで移住者が生活した居室を再現するなど、来館者が移住者の心情を体感できるような展示としている。

・“建物の記憶”をコンセプトに、建物が刻んできた80年の歴史を振り返る展示を行っている。
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＜主な展示内容＞


○昭和初期の神戸の街並みを、地図・写真・絵葉書により再現


○移住者が渡航時に持参した荷物や、移住先国で使用した道具類の実物資料展示


○かつて移住者が滞在した部屋の様子を再現


○移住経験者、移住関係者や日系ブラジル人、及び各時代に旧神戸移住センターと関わった人たちにインタビューを行い、その内容を放映
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